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Ｊ
Ａ
西
東
京
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
創
立
30
周
年

式
典
が
11
月
20
日
、
青
梅

市
野
上
町
の
霞
共
益
会
館

で
行
わ
れ
た
。
同
セ
ン
タ

ー
生
産
者
組
合
員
と
来
賓

合
わ
せ
て
約
80
人
が
節
目

を
祝
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は

１
９
８
５
年
12
月
、
吉
野

農
協
園
芸
セ
ン
タ
ー
に
特

産
物
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン

し
た
の
が
始
ま
り
。
農
協

合
併
を
経
て
93
年
12
月
22

日
に
グ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
が

現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

こ
の
間
、
09

年
に
発
生
し
た

プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク

ス
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
よ
る
梅

樹
の
伐
採
、
20

年
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
同

Ｊ
Ａ
と
組
合
員

の
ほ
か
、
出
荷

多種多品目の売場で人気

出
荷
者
一
丸
プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
な
ど
克
服

産
者
組
合
長
に
Ｊ
Ａ
西
東

京
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　

式
典
後
は
祝
賀
会
が
行

わ
れ
和
や
か
な
宴
の
中

で
、
武
蔵
御
嶽
神
社
太
々

神
楽
が
披
露
さ
れ
花
を
添

え
た
。

者
が
一
丸
と
な
り
困
難
を

乗
り
越
え
た
。

　

式
典
で
福
島
正
文
同
セ

ン
タ
ー
生
産
者
組
合
長

は
「
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
一
般
野
菜
の
他
に
ウ

メ
、
ユ
ズ
、
カ
キ
、
ト
マ

ト
、
卵
、
梅
干
し
、
き
の

こ
類
な
ど
出
荷
品
目
が
多

く
、
年
間
販
売
量
を
見
る

と
２
０
０
８
年
が
最
も
多

く
、
１
億
３
０
０
０
万
円

の
販
売
高
を
上
げ
た
。
そ

の
後
は
生
産
者
の
減
少
や

高
齢
化
に
よ
る
生
産
量
の

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
新
規
就
農
者
や
新

会
員
の
入
会
も
あ
り
、
今

後
出
荷
量
の
増
加
も
考
え

ら
れ
る
。
30
周
年
を
契
機

に
当
組
合
の
販
売
量
が
増

加
し
、
ま
す
ま
す
発
展
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。　

　

来
賓
で
森
田
美
実
Ｊ
Ａ

西
東
京
専
務
理
事
は
「
プ

ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
困
難
な
ど
を
克
服

し
、
30
周
年
を
迎
え
ら
れ

敬
意
を
表
し
た
い
。
生
産

者
の
皆
さ
ん
に
は
引
き
続

き
協
力
を
賜
り
、
セ
ン
タ

ー
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

次
い
で
小
山
高
義
青
梅
市

副
市
長
、
島
﨑
実
青
梅
市

議
会
議
長
ら
が
祝
辞
を
贈

っ
た
。

　

席
上
、
同
セ
ン
タ
ー
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
清
水

髙
志
さ
ん
、
原
島
友
幸
さ

ん
、
輪
千
惠
太
郎
さ
ん
、

石
川
毅
さ
ん
、
福
島
正
文

さ
ん
の
歴
代
部
会
長
、
生

開
設
さ
れ
た
。
２
０
０
１

年
４
月
１
日
の
Ｊ
Ａ
西
東

京
誕
生
と
と
も
に
同
Ｊ
Ａ

特
産
部
会
と
し
て
同
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
担
う
よ
う

に
な
り
、
14
年
７
月
、
特

産
部
会
の
ほ
か
、
園
芸
部

会
、
吉
野
梅
部
会
、
三
田

果
樹
振
興
会
、
き
の
こ
部

会
、
調
布
柿
生
産
組
合
が

合
併
し
、
同
セ
ン
タ
ー
生

産
者
組
合
が
設
立
さ
れ
、

ＪＡ西東京グリーンセンター  創立 30 周年祝う

式典であいさつする福島生産者組合長

　

同
式
典
は
30
周
年
記
念

実
行
委
員
会
（
輪
千
惠
太

郎
委
員
長
）
が
準
備
し
、

開
催
し
た
も
の
で
、
30
年

の
あ
ゆ
み
を
綴
る
記
念
誌

「
Ｊ
Ａ
西
東
京
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
創
立
30
周
年　

大
地
の
恵
み
に
あ
り
が
と

う
」
を
刊
行
。
出
席
者
に

配
布
さ
れ
た
。

記念誌「ＪＡ西東京グリー
ンセンター創立 30 周年　
大地の恵みにありがとう」

　

都
内
最
大
の
生
産
量
を

誇
り
、
長
岡
地
区
の
岩
蔵

街
道
沿
い
に
は
、
栽
培
の

ガ
ラ
ス
温
室
が
数
多
く
あ

り
、
通
称
「
シ
ク
ラ
メ
ン

街
道
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ

の
時
期
、
ク
リ
ス
マ
ス
や

お
正
月
用
に
買
い
求
め
る

人
が
目
立
つ
。

　

町
内
に
は
７
軒
の
栽
培

農
園
が
あ
り
、
様
々
な
品

種
を
育
て
て
い
る
。
中
垣

久
治
さ
ん
、
浩
光
さ
ん
が

営
む
中
垣
園
芸
も
そ
の
1

つ
。
花
色
は
、
歌
で
は
真

綿
色
、
薄
紅
色
、
薄
紫
と

歌
わ
れ
た
。
今
で
も
そ
れ

ほ
ど
変
わ
り
な
く
、
赤
、

ピ
ン
ク
、
白
が
一
般
的
。

た
だ
、
紫
や
グ
ラ
デ
ー
シ

ョ
ン
の
品
種
も
増
え
て
い

る
。
都
農
業
試
験
場
が
開

発
し
た
香
り
の
シ
ク
ラ
メ

ン
も
人
気
だ
。

　

シ
ク
ラ
メ
ン
は
瑞
穂
町

役
場
が
認
定
す
る
「
東
京

み
ず
ほ
ブ
ラ
ン
ド
」
に
も

選
ば
れ
、「
み

ず
ほ
育
ち
の
シ

ク
ラ
メ
ン
」
と

し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
。

　

同
町
で
は

１
９
７
４
年

（
昭
和
49
）
か

ら
温
室
を
使
用

し
た
農
業
活
性

化
の
議
論
が
あ
り
、
当
時

の
農
林
省
の
施
策
「
第
２

次
農
業
構
造
改
善
事
業
」

を
活
用
し
て
、
長
岡
地
区

に
ガ
ラ
ス
温
室
が
複
数
建

て
ら
れ
、
栽
培
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
頃
は
、
野
菜
栽

培
や
酪
農
が
中
心
だ
っ
た

が
、
同
改
善
事
業
に
よ
り

ガ
ラ
ス
温
室
を
利
用
し
た

花
き
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ

た
。
シ
ク
ラ
メ
ン
は
比
較

的
利
益
が
出
や
す
い
の
で

選
ば
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

歌
の
影
響
も
大
き
か
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。

　

50
年
経
っ
た
今
も
名
曲

は
色
あ
せ
な
い
。
当
初
建

て
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
温
室
も

未
だ
に
利
用
さ
れ
、
栽
培

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

「
み
ず
ほ
育
ち
の
シ
ク
ラ
メ
ン
」
盛
り

大
ヒ
ッ
ト
の
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」

翌
年
か
ら
始
ま
る
　
都
内
最
大
の
産
地
に

赤、ピンク、白、紫や
グラデーションの品種も

　

布
施
明
が
歌
っ
た
「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」
が
大
ヒ

ッ
ト
し
、
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
に
輝
い
た
の
が
１
９
７
５

年
、
国
民
の
多
く
が
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
の
存
在
を
知
っ

た
。
瑞
穂
町
の
シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
は
そ
の
翌
年
か
ら
始
ま

っ
た
。
冬
を
迎
え
、
今
年
も
各
農
園
に
は
「
み
ず
ほ
育
ち

の
シ
ク
ラ
メ
ン
」
の
の
ぼ
り
が
立
ち
、
直
売
形
式
で
販
売

す
る
。
た
だ
、
今
年
は
開
花
は
遅
れ
気
味
だ
っ
た
。
そ
れ

で
も
株
の
し
ま
り
が
よ
く
長
持
ち
す
る
と
い
う
。

色とりどりに次々に開花を迎える

シクラメン。50 年栽培を続ける
中垣久治さん。3000 円ぐらい
の鉢がよく売れるという

同センター発展に功績のあった清水
髙志さんらに感謝状が贈られた


